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農
村
地
域
の
課
題
解
決
へ

市
・
農
協
・
東
京
農
業
大
が
協
定

化
へつ
な
げ
る
「
献
上
隊
（
鯛
）

事
業
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
施
設
の

跡
地
活
用
、
高
齢
化
が
進
む
中

で
の
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
、

幅
広
い
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
各
地
区
の
地
域
づ
く

り
協
議
会
と
日
程
等
を
相
談

し
、
全
地
区
で
順
次
開
催
す
る

予
定
で
す
。

　
市
長
が
市
内
21
地
区
で
住
民

と
直
接
対
話
を
行
い
、
地
域
と

行
政
の
双
方
の
考
え
を
共
有
す

る
「
地
域
と
市
長
の
対
話
」
の

場
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
初
回
は
丸
山
地
区
公
民
館
で

６
月
２
日
に
開
催
し
、
同
地
区

の
住
民
ら
約
80
人
が
参
加
。
丸

山
地
域
づ
く
り
協
議
会
か
ら

は
、
丸
山
漁
港
の
鯛
を
「
大
嘗

祭
」
で
新
天
皇
に
献
上
す
る
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
活
性

　
市
内
の
農
業
の
維
持
・
発
展

に
向
け
、
南
あ
わ
じ
市
と
あ
わ

じ
島
農
業
協
同
組
合
、
東
京
農

業
大
学
の
３
者
が
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
農
村
地
域
の

課
題
解
決
の
た
め
、人
材
育
成
、

研
究
、
科
学
技
術
な
ど
の
分
野

で
相
互
に
交
流
・
活
用
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
三
毛
作
体
系
の
継
続
を

め
ざ
し
た
土
づ
く
り
や
生
産
体

制
の
強
化
の
ほ
か
、
農
業
の
担

丸
山
地
区
で
行
わ
れ
た「
地
域
と
市
長

の
対
話
」の
様
子

協
定
書
を
取
り
交
わ
し
た
守
本
市
長
、森

代
表
理
事
組
合
長（
右
）、髙
野
学
長（
左
）

講
師
と
な
り
、
淡
路
島
の
小
児

在
宅
医
療
の
現
状
な
ど
に
つ
い

て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
医
療
用
人
形
を
使
っ
た
吸

引
な
ど
の
実
演
・
体
験
が
行
わ

れ
、
参
加
者
ら
は
講
師
に
説
明

を
受
け
た
り
、
互
い
に
教
え
あ
っ

た
り
し
な
が
ら
、
医
療
用
具
の

取
り
扱
い
方
を
熱
心
に
学
び
ま

し
た
。

　
田
中
会
長
は
、「
重
症
の
子

ど
も
を
持
つ
親
御
さ
ん
た
ち
の

負
担
を
減
ら
せ
る
よ
う
、
島
内

他
市
と
も
連
携
し
な
が
ら
今
後

も
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
日
常
的
に
医
療
的
ケ
ア
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
（
医
療
的
ケ

ア
児
）
が
地
域
社
会
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
支

援
に
関
わ
る
人
の
知
識
と
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
講
演
会

が
、
５
月
19
日
に
広
田
地
区
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
医
療
技
術
の
進
歩
等
に
よ

り
、
自
宅
や
学
校
で
経
管
栄

養
や
た
ん
の
吸
引
な
ど
の
医
療

的
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
、
家
族

と
一
緒
に
日
常
生
活
を
送
る
子

ど
も
が
増
加
。
子
ど
も
た
ち
の

状
況
に
応
じ
た
支
援
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
南
あ
わ
じ
市
医

師
会
の
田
中
一
宏
会
長
ら
小
児

在
宅
医
療
に
精
通
し
た
医
師
が

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
理
解
を
深
め
る

支
援
講
演
会
を
開
催

「
地
域
と
市
長
の
対
話
」

丸
山
地
区
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト

い
手
の
育
成
や
学
生
ら
の
就
農

支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
５
月
13
日
に
同
大
学
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
行
わ
れ
た
締
結

式
に
は
、
守
本
市
長
、
あ
わ
じ

島
農
協
の
森
紘
一
代
表
理
事
組

合
長
、
同
大
学
の
髙
野
克
己
学

長
ら
が
出
席
し
、
協
定
書
を
取

り
交
わ
し
ま
し
た
。守
本
市
長
は

「
農
村
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
対

し
て
、
科
学
的
な
知
見
を
導
入
し

な
が
ら
持
続
可
能
な
農
業
を
進
め

て
い
け
れ
ば
」
と
語
り
ま
し
た
。

医療人形を使った体験を行う参加者ら

講演を行う田中会長

に
わ
た
り
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

南
淡
町
議
会
副
議
長
を
は
じ

め
、
総
務
常
任
委
員
長
、
議

会
運
営
委
員
長
等
を
歴
任

し
、
卓
越
し
た
手
腕
を
も
っ

て
、
旧
南
淡
町
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
南
淡
中
学
校
の
開

校
の
際
に
は
、
生
徒
の
自
転

車
購
入
費
の
補
助
や
通
学
路

の
新
設
、
街
路
灯
の
設
置
な

ど
、
教
育
環
境
の
整
備
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
羽
さ
ん
は
、
昭
和
46
年

７
月
に
南
淡
町
議
会
議
員
に

当
選
し
、
平
成
７
年
７
月
ま

で
の
間
、
６
期
24
年
の
永
き

天あ
も
う羽
日
出
男 

さ
ん
（
福
良
）

旭
日
双
光
章

春
の
叙
勲

験
と
卓
抜
な
る
識
見
を
も
っ
て

住
民
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
か
ら
は

南
あ
わ
じ
市
連
合
自
治
会
会

長
に
、
平
成
26
年
か
ら
は
兵

庫
県
連
合
自
治
会
会
長
お
よ

び
全
国
自
治
会
連
合
会
理
事

に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
福
良
地
区
で
の
自
主

防
災
活
動
で
は
「
地
域
住
民

の
命
は
地
域
で
守
る
」
と
い
う

考
え
の
も
と
、
地
域
の
避
難
体

制
整
備
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
原
さ
ん
は
、
平
成
２
年
４

月
に
北
納
屋
町
自
治
会
会
長

に
就
任
。
以
来
、
29
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
、
豊
富
な
経

原
　
　
孝 

さ
ん
（
福
良
）

旭
日
単
光
章

春
の
叙
勲

ま
し
た
。
赤
ギ
ク
の
技
術
開

発
や
品
種
改
良
を
重
ね
て
ブ

ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
み
、
全

国
有
数
の
周
年
栽
培
が
で
き

る
産
地
を
育
成
。
灘
地
区
を

赤
ギ
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
産
地
に

押
し
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
研
修
生
の
受
け
入

れ
を
行
い
、
若
手
農
業
者
の

育
成
に
寄
与
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
農
業
の
振
興
と
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
林
さ
ん
は
、
電
照
ギ
ク
の

産
地
と
し
て
有
名
な
灘
地
区

で
、「
あ
わ
じ
島
農
協
灘
花か

き卉

部
会
」
の
発
足
に
尽
力
さ
れ

林
　
　
均 

さ
ん
（
灘
）

黄
綬
褒
章

春
の
褒
章

31
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
犯

罪
や
非
行
を
し
た
人
の
更
生

を
積
極
的
に
支
援
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
21
年
か
ら
は
長

年
の
経
験
を
か
わ
れ
、
淡
路

保
護
区
保
護
司
会
会
長
に
就

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
で
は
、
講
演
会
や

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売

会
を
企
画
さ
れ
る
な
ど
、
熱

意
を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
瀬
尾
さ
ん
は
、
昭
和
63
年

10
月
に
淡
路
保
護
区
保
護
司

会
三
原
地
区
会
の
保
護
司
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

瀬
尾
　
弘
こ
う
ち
ょ
う澄 

さ
ん
（
阿
那
賀
）

瑞
宝
双
光
章

春
の
叙
勲

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

あ
わ
じ
緑
花
協
会

　
同
協
会
は
、
島
内
の
花
緑
団
体
と
連

携
し
、
花
の
植
栽
活
動
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
緑
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
る
な
ど
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
月
間
ま
ち
づ
く
り

功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰

　
文
化
功
労
賞

　
淡
路
島
内
の
文
化
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
個
人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
雑
俳
】

木
下
　
雅が
し
ょ
う松
（
弘ひ
ろ
や
す康
） さ
ん
（
市
）

【
郷
土
芸
能
】

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
青
年
研
究
会

淡
路
文
化
協
会
文
化
賞

受
賞
お
め
で
と
う


